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１ 発生日時 

12 月○○日 午後８時○○分 

 

２ 概要 

住人が，ガスこんろのグリルで魚を焼いた後，グリルの火を消し忘れそ

の場を離れてしまった。 

しばらく後，別の部屋で食事をとっていた他の住人が，台所隣接階段室

の住宅用火災警報器（煙式）が鳴動しているのに気付き，ガスこんろグリ

ル内が燃えているのを発見。ガスの閉鎖と 119 番通報を行った。 

続けて通報を終えた住人が，水を掛ける等の初期消火を行い，火災は最

終的に駆けつけた消防隊により消火された。 

これらの出来事により，本件は，ガスこんろ及び換気扇フィルタを焼損

する火災となった。 
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